
2023年2月15日（ ）昭和38年9月2日
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2023年3月3日（金）午後1時よ
り書記局会議のため、
事務所を閉めさせていただきま
す。ご了承ください。

東
京
土
建
江
東
支
部
旗
開

き
「
新
春
の
つ
ど
い
」
を
1

月
13
日
（
金
）
19
時
〜
砂
町

文
化
セ
ン
タ
ー
に
て
87
名
の

参
加
で
開
催
し

ま
し
た
。

東
京
土
建
江

東
支
部
で
今
年

も
一
年
間
の
闘

争
を
始
め
る
に

あ
た
り
、
年
末

に
畳
ん
だ
「
団

結
旗
」
「
支
部

旗
」
を
改
め
て

開
き
飾
り
、
新

年
の
決
意
を
表

明
す
る
式
典
で

す
。こ

の
間
、
コ

ロ
ナ
禍
に
よ
り

規
模
を
縮
小
し

て
開
催
し
て
い
た
旗
開
き
で

す
が
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル

ス
感
染
拡
大
も
徐
々
に
収
束

に
向
か
い
、
日
常
を
取
り
戻

し
つ
つ
あ
る
こ
と
を
考
慮

し
、
砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー
で

開
催
す
る「
新
春
の
つ
ど
い
」

は
3
年
ぶ
り
の
開
催
と
な
り

ま
し
た
。

ま
ず
は
冨
樫
委
員
長
、
来

賓
に
よ
る
「
新
年
の
あ
い
さ

つ
」
か
ら
始
ま
り
、
花
岡
副

委
員
長
の
音
頭
に
よ
る
「
お

茶
で
乾
杯
」
、
三
雲
い
お
り

さ
ん
（
60
歳
）
に
よ
る
「
コ

メ
デ
ィ
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
シ
ョ

ー
」
を
鑑
賞
し
な
が
ら
お
弁

当
を
黙
食
で
楽
し
み
ま
し

た
。

三
雲
さ
ん
は
今
年
最
初
の

お
仕
事
と
い
う
こ
と
で
、
ジ

ャ
グ
リ
ン
グ
は
ま
だ
ま
だ
本

調
子
で
は
な
い
と
い
う
こ
と

で
し
た
が
、
軽
快
な
ト
ー
ク

は
健
在
で
会
場
の
笑
い
を
誘

い
ま
し
た
。
ま
た
お
客
さ
ん

参
加
型
の
ス
タ
イ
ル
で
、
女

性
の
会
三
輪
会
長
や
野
田
副

委
員
長
が
代
表
で
壇
上
に
上

が
り
、
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
を
見

事
に
成
功
さ
せ
会
場
一
体
と

な
っ
て
盛
り
上
が
り
ま
し

た
。次

に
「
秋
の
拡
大
月
間
目

標
達
成
分
会
の
表
彰
」
の
後

に
、
お
楽
し
み
の「
抽
選
会
」

が
あ
り
ま
し
た
。

歴
代
最
高
賞
品
と
思
わ
れ

る
電
動
機
付
自
転
車
を
見

事
、
南
砂
分
会
の
藤
永
さ
ん

が
当
選
「
こ
の
自
転
車
で
今

年
は
拡
大
訪
問
行
動
を
頑
張

る
ぞ
！
」
と
固
く
決
意
を
述

べ
ま
し
た
。

最
後
は
野
田
組
織
部
長
に

よ
る
「
閉
会
の
あ
い
さ
つ
・

団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」で
締
め
、

3
年
ぶ
り
に
仲
間
の
皆
さ
ん

と
顔
を
合
わ
せ
、
新
年
の
ス

タ
ー
ト
を
楽
し
く
切
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。

組
合
規
約
第
20
条
に
基
づ
き
、
東
京
土
建
一

般
労
働
組
合
江
東
支
部
第
68
回
定
期
大
会
を

次
の
通
り
招
集
し
ま
す
。

【
開
催
日
】
2
0
2
3
年

4
月
9
日（
日
）

【
会
場
】
砂
町
文
化
セ
ン
タ
ー

第
一
、
第

二
会
議
室

【
大
会
の
構
成
】

●
支
部
役
員
…
第
67
回
で
選
出
さ
れ
た
支

部
役
員
37
人

●
代
議
員
…
2
月
1
日
現
在
の
組
織
人
員

を
基
準
に
、
基
礎
定
数
1
人
＋
組
合
員

40
人
に
対
し
て
1
人
（
端
数
20
人
以
上

は
切
り
上
げ
）

●
特
別
代
議
員
…
青
年
部
・
女
性
の
会
・

喜
楽
会
か
ら
各
1
人
＋
書
記
局

【
代
議
員
選
出
と
登
録
】

●
第
一
次
締
め
切
り
…
2
月
24
日
（
金
）

●
最
終
締
め
切
り
…
3
月
24
日
（
金
）

●
登
録
の
変
更
…
4
月
7
日
（
金
）
執
行

委
員
会
ま
で
と
し
、
当
日
の
変
更
は
一

切
受
け
付
け
な
い
も
の
と
す
る
。

2
0
2
3
年
2
月
7
日

執
行
委
員
長

冨
樫

康
弘

大
会
準
備
委
員
長

菅
野

元
淑

【
役
員
立
候
補
】

第
68
回
支
部
定
期
大
会
に
支
部
役
員
と
し
て

立
候
補
さ
れ
る
方
は
、

3
月
20
日
（
月
）
〜
3
月
27
日
（
月
）
ま

で
の
午
前
9
時
〜
午
後
5
時
ま
で
（
土
日
・

祝
祭
日
を
除
く
）
の
間
に
、
江
東
支
部
会
館

内「
選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局
」へ
立
候
補
届

出
用
紙
を
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

【
役
員
定
数
】

〈
執
行
委
員
長
〉
1
人
、

〈
副
執
行
委
員
長
〉
3
人
、

〈
常
任
執
行
委
員
〉
10
人
、

〈
執
行
委
員
〉
22
人
、

〈
書
記
長
〉
1
人
、
〈
書
記
次
長
〉
2
人
、

〈
会
計
監
査
〉
3
人
、
合
計
42
人

選
挙
管
理
委
員
長

山
内

隆

◎
今
年
初
め
て
確
定
申
告
を
行
う
方

◎
「
イ
ン
ボ
イ
ス
制
度
が
よ
く
分
か
ら
な
い
」
、
「
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
に
登
録
し
よ
う
か
悩
ん
で
い
る
」

◎
新
た
に
消
費
税
の
課
税
業
者
に
な
っ
た
方

◎
住
宅
ロ
ー
ン
や
融
資
を
受
け
た
・
予
定
し
て
い
る
方

◎
生
命
保
険
等
、
一
時
的
な
所
得
が
あ
っ
た
方

◎
税
務
署
の
呼
び
出
し
や
調
査
を
受
け
た
方

今
年
も
確
定
申
告
の
時
期

と
な
り
ま
し
た
。
令
和
4
年

分
の
所
得
税
等
の
確
定
申
告

の
相
談
及
び
、
申
告
書
の
受

付
は
2
月
16
日
（
木
）
か
ら

3
月
15
日
（
水
）
で
す
。

た
だ
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
感
染
症
や
災
害
等
の
や

む
を
得
な
い
理
由
に
よ
り
、

期
限
ま
で
に
申
告
が
で
き
な

か
っ
た
場
合
の
た
め
に
個
別

延
長
が
認
め
ら
れ
て
い
ま

す
。
そ
の
場
合
は
、
「
災
害

に
よ
る
申
告
、
納
付
等
の
期

限
延
長
申
請
書
」
を
「
災
害

等
の
止
ん
だ
日
か
ら
1
カ
月

以
内
」
に
所
轄
税
務
署
に
提

出
し
、
申
請
期
限
延
長
の
指

定
を
受
け
る
期
日
を
記
載
す

る
こ
と
で
延
長
す
る
こ
と
が

で
き
ま
す
。

東
京
土
建
で
は
、
国
税
通

則
法
第
16
条
「
納
付
す
べ
き

税
額
が
、
納
税
者
の
す
る
申

告
に
よ
り
確
定
す
る
こ
と
を

原
則
と
す
る
」
法
令
に
遵
守

し「
自
主
記
帳
・
自
主
計
算
」

を
基
本
と
し
た「
自
主
申
告
」

を
仲
間
へ
呼
び
掛
け
て
い
ま

す
。
ま
た
、
全
事
業
所
得
者

に
は
記
帳
と
記
録
保
存
が
義

務
付
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
日

々
の
記
帳
は
、
市
販
さ
れ
て

い
る
帳
面
で
も
構
い
ま
せ
ん

が
、
組
合
で
斡
旋
し
て
い
る

「
所
得
計
算
書
（
建
設
職
人

の
所
得
と
り
ま
と
め
帳
）
」

が
大
変
わ
か
り
や
す
く
な
っ

て
い
ま
す
。
是
非
利
用
し
て

く
だ
さ
い
。

東
京
土
建
の
加
入
者
は
建

設
産
業
に
従
事
し
て
い
る
こ

と
の
証
明
と
し
て
、
確
定
申

告
書
控
（
職
業
欄
記
載
か
つ

税
務
署
受
付
印
押
印
済
）
を

活
用
し
ま
す
。
所
得
税
額
が

「
0
円
」
の
方
も
必
ず
申
告

を
行
い
ま
し
ょ
う
。
無
申
告

の
場
合
は
、
公
的
制
度
等
を

利
用
で
き
な
い
場
合
が
あ
り

ま
す
。

仕入れ税額控除の要件として「発行事業者」が交付する適格請求
書等の保存が求められます。発行事業者になれるのは課税事業者の
みのため、免税事業者に重大な選択を迫られています。

●3・10重税反対江東区民集会
【日時】3月10日（金）
午前9時30分 開場、
午前10時 開会
【会場】江東区総合区民センター

2階・レクホール
重税反対全国統一行動は、平和

で安心して働き、生きることを願
う団体・個人が、重税反対の一点
で団結し、1970年に開始し今年で
54回目を迎えます。コロナ禍と物
価高騰、さらにインボイス制度に
よる実質増税により、国民・中小
零細事業者の生活が脅かされてい
るにも関わらず、我々の税金は軍
備拡大へ使われています。
集会終了後、江東東・江東西税

務署に向けてデモ行進を行い、統
一申告・請願行動を行います。多
くの皆さんからのご参加をお願い
いたします。

●ぶっつぶせ！ 江東インボイス
反対シンポジウム

【日時】3月23日（木）
午後7時～午後9時
【会場】江東区文化センター

3階・レクホール
『インボイス制度の仕組みと問題
点について』税理士を講師に建設
業を含む様々な業種の事業主をパ
ネリストに迎えて、インボイス制
度の危険性について学習、討論を
行います。「インボイス制度につ
いてまだよく分からない」「上位
会社から言われるままに登録して
しまった」方はぜひご参加くださ
い。
※費用・事前予約は必要ございま
せんので、気軽にご参加ください。

令
和
5
年
10
月
1
日
か
ら

開
始
す
る
予
定
の
イ
ン
ボ
イ

ス
制
度
で
す
が
、
前
日
の
9

月
30
日
ま
で
に
所
轄
税
務
署

に
提
出
を
す
れ
ば
、
令
和
5

年
10
月
1
日
か
ら
登
録
事
業

者
と
な
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。
イ
ン
ボ
イ
ス
登
録
を
行

っ
て
か
ら
、
登
録
通
知
が
届

く
ま
で
、
ｅ
―
Ｔ
ａ
ｘ
で
申

請
の
場
合
約
3
週
間
、
書
面

提
出
の
場
合
約
2
カ
月
程
度

か
か
り
ま
す
。

一
度
登
録
申
請
を
行
っ
て

も
、
令
和
5
年
9
月
30
日
ま

で
は
取
り
下
げ
る
こ
と
も
可

能
で
す
。
登
録
申
請
を
行
う

場
合
は
、
本
則
課
税
と
簡
易

課
税
の
選
択
を
慎
重
に
行
っ

て
く
だ
さ
い
。

課
税
事
業
者
に
な
っ
た
際

は
「
適
格
請
求
書
」
を
左
記

の
よ
う
に
記
載
す
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。

江東支部 確定申告相談会日程
1
等
の
福
を
引
い
た
藤
永
さ

ん
（
南
砂
）
は
え
び
す
顔

「インボイス制度」
登録に迷ったら、

まずは組合に相談を！

新
春
の
つ
ど
い
2
0
2
3
開
催

新
春
の
つ
ど
い
2
0
2
3
開
催

あせらないで
大丈夫！
あせらないで
大丈夫！

江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江江
東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東東
支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支支
部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部部
始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始始
動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動動

実 川 英 治

令
和
4
年
分

所
得
税
・
贈
与
税
の

確
定
申
告
・
納
付
は
3
月
15
日
ま
で

令
和
4
年
分

所
得
税
・
贈
与
税
の

確
定
申
告
・
納
付
は
3
月
15
日
ま
で

野
田
副
委
員
長
も
プ
ロ
顔
負

け
の
ジ
ャ
グ
リ
ン
グ
！

2
0
2
3
年
も
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
!!

第68回定期大会告知
および役員立候補について

第68回定期大会告知
および役員立候補について

インボイス制度が導入されると実質的な増税！インボイス制度が導入されると実質的な増税！

東京土建一般労働組合 江東支部東京土建一般労働組合 江東支部

江
東
支
部

◆事務所閉館のお知らせ◆

次
の
よ
う
な
方
は
必
ず
組
合
に
相
談
を
！
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書
記
研
修

書
記
研
修

も
し
も
の
時
は
…

12
月
4
日
（
日
）
に
労
働

対
策
部
主
催
で
普
通
救
命
講

習
＆
安
全
衛
生
大
会
を
開
催

し
ま
し
た
。
2
0
1
9
年
度

か
ら
コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
で
き

ず
、
3
年
ぶ
り
の
開
催
を
待

ち
望
む
声
が
多
く
、
受
講
者

の
皆
さ
ん
熱
心
に
講
習
に
取

り
組
ま
れ
ま
し
た
。
午
前
中

の
普
通
救
命
講
習
で
は
、
い

ざ
救
護
が
必
要
な
方
が
い
た

場
合
に
「
自
分
は
何
を
す
れ

ば
い
い
の
か
？
」
そ
の
疑
問

が
払
拭
さ
れ
て
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
や

心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
の
実
技
も

交
え
て
の
講
習
の
為
、
身
に

つ
く
講
習
と
な
り
ま
し
た
。

午
後
の
安
全
衛
生
大
会
で

は
建
設
業
の
事
故
発
生
状

況
、
事
故
事
例
、
海
外
で
の

建
設
現
場
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
等
、
興
味
深
い
内
容
で

し
た
。
安
全
衛
生
大
会
を
受

け
る
こ
と
で
「
事
故
事
例
の

よ
う
な
こ
と
に
注
意
し
よ

う
」
と
の
気
持
ち
を
持
つ
こ

と
が
で
き
る
為
、
事
故
発
生

を
防
ぐ
こ
と
が
で
き
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
ま
す
。

労
災
事
故
の
件
数
も
多
い
建

設
業
者
に
は
是
非
受
け
て
い

た
だ
き
た
い
講
習
に
な
り
ま

す
。
2
0
2
3
年
度
も
開
催

予
定
で
す
の
で
た
く
さ
ん
の

ご
参
加
お
待
ち
し
て
お
り
ま

す
。

参
加
し
て
み
た
ら
…

久
し
ぶ
り
の
講
習
参
加
で

し
た
が
、
当
日
は
全
部
で
13

名
の
参
加
が
あ
り
ま
し
た
。

最
初
は
ビ
デ
オ
で
の
視
聴

で
「
救
命
の
大
切
さ
」
や
、

ま
た
「
コ
ロ
ナ
禍
で
の
救
命

の
や
り
方
や
大
人
と
子
ど
も

の
救
命
の
や
り
方
の
違
い
」

を
学
び
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら

実
践
で
人
形
を
使
っ
て
の
心

肺
蘇
生
法
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り

扱
い
方
を
学
び
ま
し
た
。

現
実
に
即
し
て
倒
れ
て
い

る
人
を
発
見
、
周
り
に
協
力

を
求
め
る
と
こ
ろ
か
ら
始

め
、
呼
吸
し
て
い
る
か
、
意

識
は
あ
る
か
を
確
か
め
蘇
生

を
始
め
ま
す
。
人
形
と
は
い

え
人
一
人
の
命
を
繋
ぐ
に
は

大
変
な
力
と
集
中
力
が
必
要

だ
と
改
め
て
知
り
ま
し
た
。

そ
し
て
コ
ロ
ナ
禍
の
た
め
マ

ウ
ス
ピ
ー
ス
を
極
力
使
わ
ず

蘇
生
の
手
助
け
を
す
る
こ
と

が
重
要
で
す
と
教
わ
り
ま
し

た
。
あ
と
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱

い
も
教
わ
り
、
こ
れ
で
実
践

で
も
少
し
自
信
は
持
て
ま
し

た
。午

後
か
ら
は
講
師
が
変
わ

り
建
築
作
業
の
安
全
講
習
で

し
た
。
作
業
方
法
が
欧
米
の

方
は
進
ん
で
お
り
マ
ニ
ュ
ア

ル
化
さ
れ
て
い
ま
す
。
日
本

で
も
近
々
マ
ニ
ュ
ア
ル
化
さ

れ
本
が
で
き
る
と
の
こ
と
で

す
。次
も
講
習
に
参
加
し
て
、

安
全
作
業
に
役
立
て
て
い
き

た
い
で
す
。4

砂

佐
原
晶
子

こ
ん
な
に
大
変
…

今
回
、
も
し
も
の
時
に
少

し
で
も
行
動
が
で
き
れ
ば
と

思
い
今
回
受
講
し
ま
し
た
。

Ａ
Ｅ
Ｄ
を
使
用
し
、
人
形
へ

の
心
肺
蘇
生
法
を
行
い
ま
し

た
が
実
際
に
や
っ
て
み
る
と

思
っ
て
い
た
以
上
に
力
を
使

う
こ
と
が
分
か
り
、
大
変
よ

い
経
験
と
勉
強
に
な
り
ま
し

た
。

南
砂

岡
部
妙
子

11
月
23
日
10
時
〜
江
東
支

部
会
館
に
て
3
年
ぶ
り
12
人

で
開
催
さ
れ
た
、
1
日
支
部

教
宣
学
校
に
参
加
し
ま
し

た
。も

と
も
と
新
聞
作
り
に
は

興
味
が
あ
っ
た
の
と
分
会
で

の
新
聞
作
り
に
つ
ま
っ
て
い

た
の
で
、
も
う
一
度
勉
強
し

よ
う
と
思
い
参
加
し
ま
し

た
。

本
部
教
宣
部
の
吉
川
講
師

を
招
き
、
記
事
の
レ
イ
ア
ウ

ト
か
ら
始
ま
り
写
真
の
位
置

や
見
出
し
な
ど
、
普
段
あ
ま

り
気
に
し
な
い
こ
と
を
学

び
、
お
昼
を
挟
み
午
後
か
ら

は
新
聞
作
り
を
し
ま
し
た
。

私
の
記
事
は
オ
リ
ジ
ナ
ル

で
作
り
、
見
本
の
レ
イ
ア
ウ

ト
を
見
習
っ
て
2
時
間
ち
ょ

っ
と
で
一
面
を
完
成
さ
せ
ま

し
た
。
最
後
は
吉
川
講
師
か

ら
ひ
と
り
ひ
と
り
に
講
評
を

頂
き
、
大
変
自

信
が
持
て
た
と

思
い
ま
す
。

や
は
り
記
事

を
ま
と
め
る
の

は
苦
労
し
ま
し

た
が
達
成
感
は

あ
り
、
参
加
し

て
良
か
っ
た
で

す
。こ

れ
を
機
会

に
分
会
新
聞
を

パ
ソ
コ
ン
で
仕

上
げ
、
一
枚
で

も
多
く
発
行
し
て
い
き
た
い

で
す
。

4
砂

佐
原
晶
子

12
月
16
日（
金
）17
時
〜
、

支
部
会
館
5
階
に
て
地
域
支

援
活
動
の
試
験
的
な
試
み
と

し
て
第
1
回
子
供
食
堂
「
金

曜
日
の
カ
レ
ー
屋
さ
ん
」
を

開
催
し
ま
し
た
。
近
隣
の
小

学
生
や
小
学
校
関
係
者
、
高

齢
者
、
議
員
な
ど
参
加
者
は

総
勢
で
25
人
で
し
た
。
今
後

は
反
省
点
を
踏
ま
え
な
が

ら
、
継
続
的
に
開
催
し
経
験

を
積
ん
で
い
き
ま
す
。

第
2
回
み
ん
な
の
食
堂

『
金
曜
日
の
カ
レ
ー
屋
さ
ん
』

を
1
月
20
日（
金
）17
時
〜
、

支
部
会
館
5
階
に
て
開
催
し

ま
し
た
。

前
回
よ
り

宣
伝
を
強
化

し
て
、
近
隣

小
学
校
以
外

に
も
砂
町
銀

座
商
店
街
・

江
東
区
コ
ミ

ュ
ニ
テ
ィ
セ
ン
タ
ー
・
北
砂

1
丁
目
郵
便
局
な
ど
に
チ
ラ

シ
の
張
り
出
し
を
許
可
し
て

い
た
だ
き
、
当
日
56
食
分
出

ま
し
て
参
加
者
は
前
回
の
倍

以
上
に
増
え
ま
し
た
。

そ
の
う
ち
の
1
人
、
ウ
ク

ラ
イ
ナ
か
ら
母
親
と
共
に
避

難
し
て
き
て
い
る
16
歳
の
青

年
ア
ル
ク
君
が
、
日
本
の
支

援
者
と
一
緒
に
来
て
く
れ
ま

し
た
。
ま
た
参
加
者
か
ら
は

カ
レ
ー
を
食
べ
た
後
に
「
願

い
事
」
を
書
い
て
も
ら
い
、

そ
れ
を
掲
示
板
に
貼
り
出
す

こ
と
に
し
て
い
ま
す
が
、
ア

ル
ク
君
の
願
い
は
「
平
和
」

で
し
た
。

第
3
回
み
ん
な
の
食
堂

『
金
曜
日
の
カ
レ
ー
屋
さ
ん
』

は
2
月
10
日
（
金
）
、
午
後

5
時
〜
支
部
会
館
5
階
で
開

催
し
ま
し
た
。

残
念
な
が
ら
当
日
は
、
雨

の
降
る
寒
い
日
で
し
た
の
で

参
加
者
30
人
と
伸
び
悩
み
ま

し
た
。

現
在
は
7
月
の
事
業
申
請

に
向
け
た
試
運
転
段
階
と
い

う
こ
と
も
あ
り
、
広
い
意
味

で
の
「
地
域
支
援
活
動
」
と

し
て
子
供
以
外
の
来
場
も
受

け
付
け
る
こ
と
で
、
第
2
回

か
ら
「
み
ん
な
の
食
堂
」
と

し
て
い
ま
す
。

※
支
部
で
は
第
4
回
目
を
目

指
し
、
食
糧
支
援
な
ど
の
寄

付
、ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
随
時
、

募
集
し
て
い
ま
す
！
ご
協
力

お
願
い
し
ま
す
。

誰
が
来
て
も
良
い
、
み
ん
な
の
食

堂
「
金
曜
日
の
カ
レ
ー
屋
さ
ん
」
そ

の
名
の
通
り
、
お
子
さ
ん
か
ら
ご
高

齢
の
方
、
若
い
男
性
、
ジ
ェ
ン
ダ
ー

の
方
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
か
ら
の
避
難
民

の
方
な
ど
な
ど
、
た
く
さ
ん
の
方
か

ら
「
美
味
し
か
っ
た
」
と
声
を
か
け

て
頂
き
ま
し
た
。
「
子
供
食
堂
」
よ

り
「
み
ん
な
の
食
堂
」
の
方
が
合
い

ま
す
ね
。
準
備
な
ど
大
変
だ
っ
た
け

ど
、
チ
ラ
シ
配
り
頑
張
っ
た
甲
斐
が

あ
り
ま
し
た
。

南
砂

三
輪
佳
子

1
月
19
日
（
木
）
17
時
30

分
〜
「
9
の
日
宣
伝
」
と
し

て
東
大
島
駅
前
で
駅
頭
宣
伝

を
地
域
分
会
中
心
に
12
人
で

行
い
ま
し
た
。
通
常
で
す
と

「
9
の
日
宣
伝
」
は
憲
法
9

条
含
め
平
和
の
重
要
性
を
宣

伝
す
る
の
で
す
が
、
今
回
は

全
労
連
・
国
民
春
闘
の
新
春

宣
伝
も
合
わ
せ
て
行
い
、
当

日
は
大
変
寒
い
中
、
国
民
春

闘
共
闘
作
成
の
「
変
え
る
リ

ー
フ
」
（
労
働
組
合
活
動
で

労
働
条
件
が
良
く
な
っ
た
経

験
報
告
チ
ラ

シ
）
5
0
0
枚

と
テ
ッ
シ
ュ
を

配
布
し
ま
し

た
。駅

頭
宣
伝
で

は
諸
外
国
に
比

べ
、
日
本
の
賃

金
だ
け
が
低
く

抑
え
ら
れ
て
い

る
現
状
を
伝

え
、
そ
れ
を
打

破
す
る
た
め
に

も
「
労
働
組
合

加
入
」
を
通
行
人
に
訴
え
ま

し
た
。

江
東
区
に
も
「
地
域
労
組

こ
う
と
う
」
と
い
う
個
人
加

盟
の
組
合
が
あ
り
、
こ
ち
ら

に
は
3
0
0
名
を
超
え
る
仲

間
が
加
入
し
て
い
ま
す
。

ぜ
ひ
、
職
場
に
組
合
の
な

い
奥
様
や
お
子
様
な
ど
、
パ

ー
ト
や
ア
ル
バ
イ
ト
や
派
遣

の
人
も
労
働
組
合
に
加
入
し

て
、
働
き
や
す
い
職
場
に
変

え
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

詳
し
く
は
江
東
支
部
ま
で

1
月
21
日
（
土
）
兼
ね
て

か
ら
予
定
し
て
い
た
健
康
ウ

ォ
ー
キ
ン
グ
（
健
康
ウ
ォ
ー

ク
歩
こ
う
会
）
を
開
催
し
ま

し
た
。
亀
戸
梅
屋
敷
に
集
合

し
て
、
当
日
は
風
が
強
か
っ

た
で
す
が
、
15
名
も
参
加
が

あ
り
ま
し
た
。
初
め
の
亀
戸

七
福
神（
寿
老
人
、
弁
財
天
、

恵
比
寿
神
、
大
国
神
、
福
禄

寿
、
布
袋
尊
、
毘
沙
門
天
）

め
ぐ
り
に
参
加
者
も
御
朱
印

帳
を
持
参
し
て
巡
り
ま
し

た
。
2
時
間
コ
ー
ス
だ
と
思

っ
て
い
ま
し
た
が
、
何
と
仲

間
た
ち
は
健
脚
で
1
時
間
半

で
終
了
し
ま
し

た
。
ま
だ
歩
き
足

り
な
い
の
か
、
そ

れ
ぞ
れ
散
策
を
し

な
が
ら
帰
る
と
い

う
元
気
な
様
相
で

し
た
。
参
加
者
か

ら
「
近
い
う
ち
に

暖
か
く
な
っ
た

ら
、
も
う
ち
ょ
っ

と
長
い
コ
ー
ス
を

予
定
し
ま
せ
ん
か

？
」
と
の
声
が
！

！
（
若
い
で
す
ネ

〜
）
。

こ
の
調
子
な
ら

喜
楽
会
は
「
ま
だ

ま
だ
頑
張
れ
ま
〜

す
」
と
感
じ
ま
し
た
。

2
月
15
日
に
は
日
帰
り
バ

ス
レ
ク
も
あ
り
ま
す
。
仲
間

と
楽
し
い
一
日
を
過
ご
せ
れ

ば
良
い
な
と
思
っ
て
い
ま

す
。

喜
楽
会
会
長

中
谷
登
志
夫
（
通
信
員
）

1
月
24
日
（
火
）
19
時
〜

「
2
0
2
3
国
民
春
闘
勝
利

！
1
・
24
総
決
起
集
会
」
は

土
建
1
5
1
人
（
全
体
6
2

0
人
）
で
中
野
ゼ
ロ
ホ
ー
ル

に
て
開
催
し
ま
し
た
。
3
年

ぶ
り
各
支
部
に
も
参
加
要
請

が
あ
り
、
当
日
は
と
て
も
風

の
強
い
寒
い
日
で
し
た
が
、

江
東
支
部
か
ら
は
6
人
の
仲

間
が
駆
け
付
け
ま
し
た
。
集

会
で
は
主
催
者
あ
い
さ
つ
に

立
っ
た
東
京
春
闘
共
闘
会
議

の
矢
吹
義
則
代
表
は
「
い
ま

政
府
が
や
る
べ
き
こ
と
は
、

実
質
賃
金
が
低
下
し
続
け
て

い
る
労
働
者
の
賃
金
を
引
き

上
げ
る
た
め
の
そ
の
方
策
を

作
る
こ
と
。
物
価
高
騰
か
ら

暮
ら
し
を
守
り
経
済
を
立
て

直
す
こ
と
、
が
喫
緊
の
課
題

で
あ
る
」
と
指
摘
。
実
質
賃

金
を
上
昇
に
転
じ
さ
せ
る
た

め
「
た
た
か
う
労
働
組
合
の

出
番
だ
。
ス
ト
ラ
イ
キ
を
構

え
賃
上
げ
交
渉
を
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
だ
」
と
述
べ
ま

し
た
。

続
く
基
調
報
告
で
国
民
春

闘
の
黒
澤
幸
一
事
務
局
長
は

「
最
大
の
交
渉
力
で
あ
る
ス

ト
ラ
イ
キ
を
構
え
て
春
闘
を

た
た
か
お
う
」
と
訴
え
ま
し

た
。
続
い
て
8
つ
の
産
別
・

職
場
か
ら
代
表
者
に
よ
る
春

闘
の
決
意
表
明
が
あ
り
、
そ

こ
で
の
締
め
は
東
京
土
建
で

渡
辺
中
央
副
執
行
委
員
長
か

ら
「
建
設
業
の
労
働
環
境
を

良
く
す
る
た
め
に
も
、
み
な

さ
ん
と
し
っ
か
り
団
結
し
て

た
た
か
い
た
い
」
と
決
意
を

述
べ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
集
会
ア
ピ
ー
ル

の
読
み
上
げ
・
採
択
、
行
動

提
起
が
行
わ
れ
、
最
後
に
閉

会
の
あ
い
さ
つ
で
全
労
連
の

小
畑
雅
子
議
長
は
「
た
た
か

う
労
働
組
合
を
進
化
さ
せ
よ

う
」
と
呼
び
か
け
熱
気
に
満

ち
た
集
会
は
終
了
し
ま
し

た
。

外
出
す
る
の
に
マ
ス
ク
を

着
け
る
よ
う
に
な
っ
て
3
年

が
経
つ
。
そ
の
間
一
度
感
染

し
た
。
基
礎
疾
患
が
あ
る
の

で
主
治
医
の
い
る
病
院
に
す

ぐ
入
院
で
き
た

が
、
濃
厚
接
触
者

の
連
れ
合
い
は
ど

の
医
療
機
関
も
相

手
に
し
て
く
れ
ず

に
死
ぬ
ほ
ど
苦
し

い
自
宅
療
養
を
強

い
ら
れ
た
。

流
行
か
ら
3

年
、
み
ん
な
鼻
か

ら
下
を
隠
し
生
活

を
続
け
て
い
る
。

そ
れ
が
日
常
と
な

っ
た
。
私
ら
は
目

以
外
に
相
手
の
動

き
で
喜
怒
哀
楽
を

判
断
す
る
。
こ
れ

が
全
く
で
き
な
い

状
態
が
3
年
も
続

い
て
い
る
の
だ
。

先
の
大
戦
中
に
空

襲
警
報
下
に
防
空

壕
に
身
を
ひ
そ
め

る
の
に
似
て
い
る
。
マ
ス
ク

の
下
で
人
目
に
触
れ
な
い
口

は
次
第
に
言
葉
を
発
す
る
元

気
が
失
せ
る
。
ウ
ク
ラ
イ
ナ

戦
争
の
当
事
者
の
気
持
ち
を

思
い
遣
る
こ
と
さ
え
お
っ
く

う
に
な
る
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
と
い
う
敵
と
闘
う
の

と
同
時
に
、
鼻
か
ら
下
を
隠

し
た
ヒ
ト
と
、
不
要
不
急
に

合
わ
な
い
で
い
よ

う
と
す
る
壮
大
な

人
体
実
験
。

私
の
よ
う
に

「
笑
い
」
を
生
業

に
し
て
来
た
者
に

は
、
「
口
を
出
さ

ず
に
口
は
出
す
」

に
は
ど
う
す
る
か

？
も
う
ス
ト
レ
ス

は
吹
き
こ
ぼ
れ
る

寸
前
だ
。

政
府
は
新
型
コ

ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の

扱
い
を
「
5
類
」

に
格
下
げ
す
る
ら

し
い
。
ご
る
い
、

ゆ
る
い
、ぬ
る
い
、

掛
け
言
葉
の
よ
う

な
都
都
逸
を
、
久

々
に
あ
る
会
合
で

披
露
し
た
。
「
5

類
に
下
げ
り
ゃ
ゆ

る
い
規
制
で

ぬ
る
い
政
府

が

生
き
延
び
る
」

相
手
の
反
応
は
マ
ス
ク
に

隠
れ
て
分
か
ら
な
か
っ
た
。

12
月
2
日
（
金
）
今
年
の

書
記
局
研
修
は
防
災
体
験
を

池
袋
防
災
館
に
て
書
記
・
職

員
11
人
で
開
催
し
ま
し
た
。

な
か
な
か
個
人
で
は
行
け
な

い（
行
か
な
い
？
）と
こ
ろ
で

す
が
、
行
け
ば
大
変
勉
強
に

な
り
、
貴
重
な
経
験
を
無
料

で
さ
せ
て
も
ら
い
ま
し
た
。

ま
ず
こ
ち
ら
の
池
袋
防
災

館
で
は
「
体
験
コ
ー
ナ
ー
」

が
4
つ
に
分
か
れ
て
お
り
、

各
25
分
ほ
ど
で
終
わ
る
も
の

で
し
た
。
ま
ず
Ａ
Ｅ
Ｄ
講
習

会
で
は
人
形
を
患
者
と
み
な

し
、
心
臓
マ
ッ
サ
ー
ジ
を
行

い
ま
し
た
。
見
た
目
以
上
に

体
力
を
使
い
、
途
中
足
が
つ

り
そ
う
に
な
り
ま
し
た
。
ま

た
Ａ
Ｅ
Ｄ
の
取
り
扱
い
方
も

実
践
で
で
き
る
よ
う
、
丁
寧

に
教
わ
り
ま
し
た
。

次
に
Ｖ
Ｒ
ゴ
ー
グ
ル
を
使

い
仮
想
の
火
事
現
場
を
、
リ

ア
ル
に
体
験
し
ま
し
た
。
電

気
の
消
え
た
中
で
の
避
難
は

思
っ
た
よ
り
も
大
変
で
し

た
。次

に
地
震
を
体
験
で
き
る

機
械
に
乗
り
、
東
日
本
大
震

災
と
阪
神
・
淡
路
大
震
災
を

体
験
、
ま
る
で
違
う
揺
れ
方

に
は
驚
き
ま
し
た
。

最
後
に
普
段
見
て
は
い
る

け
ど
、
馴
染
み
の
な
い
消
火

器
を
き
ち
ん
と
扱
え
る
よ
う

教
わ
り
ま
し
た
。
ピ
ン
↓
ホ

ー
ス
↓
レ
バ
ー
の
順
で
、
確

実
に
火
元
に
向
け
消
火
で
き

る
よ
う
訓
練
、
一
番
大
変
だ

っ
た
の
は
大
き
な
声
で
「
火

事
だ
ー
」
と
発
声
す
る
こ
と

で
し
た
。
こ
の
よ
う
な
場
で

力
い
っ
ぱ
い
発
声

す
る
こ
と
で
、
い

ざ
と
な
れ
ば
大
声

も
出
せ
る
か
な
と

思
い
ま
し
た
。

大
切
な
家
族
を

守
る
た
め
に
も
、

ぜ
ひ
機
会
が
あ
れ

ば
体
験
す
る
こ
と

を
強
く
お
薦
め
し

ま
す
。
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1月19日（木）1月19日（木）

12月4日（日）12月4日（日）

「
9
の
日
宣
伝
」と
合
わ
せ
て

労
働
対
策
部
主
催

労
働
対
策
部
主
催

国
民
春
闘
の
新
春
宣
伝

普
通
救
命
講
習
・
安
全
衛
生
大
会

普
通
救
命
講
習
・
安
全
衛
生
大
会

松崎菊也の不ドートク主義宣言松崎菊也の不ドートク主義宣言

安全衛生講習です

口を出さずに口に出す

通行人に宣伝中！

全力で救命です

1月21日（土）1月21日（土）

喜
楽
会
主
催

健
康
ウ
ォ
ー
キ
ン
グ

求 職求 職

新
聞
1
面
を
作
り
ま
し
た

11月23日（祝）11月23日（祝）

教
育
宣
伝
部
主
催

支
部
教
宣
学
校

足
元
軽
く
出
発
で
す
！

地
域
支
援
活
動

「
金
曜
日
の
カ
レ
ー
屋
さ
ん
」

1月24日（火）1月24日（火）

3
年
ぶ
り
中
野
ゼ
ロ
ホ
ー
ル
へ

（
み
ん
な
の
食
堂
）報
告

2
0
2
3
国
民
春
闘

決
起
集
会

江東支部旗を掲げる佐竹分会長（亀戸）

美味しく頂きました

参
加
者
の
声

参
加
者
の
声

4
人
で
腰
を
据
え
て
消
火
！
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四
年
前
の
2
0
1
9
年
、

時
の
財
務
大
臣
麻
生
太
郎
氏

が
決
め
た
の
が
新
一
万
円
券

の
肖
像
と
し
て
澁
澤
栄
一
翁

で
す
。
多
分
澁
澤
翁
を
よ
く

知
る
人
な
ら
、
本
人
は
喜
ん

で
い
な
い
だ
ろ
う
と
コ
メ
ン

ト
す
る
で
し
ょ
う
。

新
一
万
円
券
は
、
来
年
の

四
月
、
市
場
出
廻
り
は
六
月

ぐ
ら
い
だ
ろ
う
と
言
わ
れ
て

い
ま
す
。
採
用
の
記
者
会
見

で
、
麻
生
氏
は
「
日
本
資
本

主
義
の
父
と
も
言
わ
れ
る
、

日
本
の
経
済
近
代
化
の
最
大

の
功
労
者
と
も
言
わ
れ
る
渋

沢
栄
一
」
「
軍
人
と
か
政
治

家
と
か
と
い
う
の
で
は
な
い

の
を
選
ぶ
と
い
う
の
は
過
去

2
回
と
い
う
こ
と
を
考
え
ま

し
た
の
で
、
今
回
も
そ
う
い

っ
た
考
え
方
に
沿
っ
て
渋
沢

栄
一
」
「
日
本
の
資
本
主
義

と
い
う
も
の
を
見
た
場
合
、

や
っ
ぱ
り
こ
の
方
の
功
績
は

極
め
て
大
き
か
っ
た
と
思
い

ま
す
ね
。
そ
う
い
っ
た
意
味

で
は
渋
沢
栄
一
と
い
う
の
は

ふ
さ
わ
し
い
の
で
は
な
い

か
」
と
述
べ
た
と
公
表
さ
れ

て
い
ま
す
。

澁
澤
翁
が
注
目
さ
れ
た
の

は
、
正
に
新
札
肖
像
に
決
ま

っ
て
か
ら
と
い
う
の
が
、
偽

ら
ず
と
こ
ろ
で
す
。
江
東
区

文
化
観
光
ガ
イ
ド
は
、
早
く

か
ら
澁
澤
翁
の
研
修
を
行

い
、
飛
鳥
山
、
深
谷
な
ど
を

訪
れ
彼
の
業
績
を
学
び
、
城

山
三
郎
の
「
雄
気
堂
々
」
を

読
ん
で
い
ま
し
た
。
だ
が
、

彼
は
ど
う
い
う
人
物
か
と
そ

の
人
柄
ま
で
は
踏
み
込
む
余

裕
も
な
く
、
公
益
財
団
法
人

澁
澤
栄
一
記
念
財
団
の
年
表

に
は
、
江
東
区
議
会
議
長
の

表
記
が
な
い
こ
と
に
落
胆
す

る
だ
け
で
し
た
。

彼
が
資
本
主
義
の
本
質
を

ど
う
と
ら
え
て
い
た
か
、
特

に
21
世
紀
の
グ
ロ
―
バ
リ
ズ

ム
化
し
た
脅
威
ま
で
は
及
ば

な
か
っ
た
ろ
う
と
…
。
そ
れ

な
の
に
資
本
主
義
の
父
と
喧

伝
さ
れ
る
の
は
可
哀
そ
う
と

も
思
い
ま
す
。
ま
た
、
経
済

を
近
代
化
さ
せ
た
と
い
う
の

も
、
江
戸
時
代
の
商
業
は
今

言
う
「
経
済
」
概
念
と
違
う

の
だ
か
ら
、
近
代
化
も
後
付

け
の
感
が
強
い
。
資
本
主
義

の
父
と
言
え
ば
、
自
民
党
含

め
た
財
界
人
な
ど
も
反
対
し

な
い
だ
ろ
う
ぐ
ら
い
の
ノ
リ

と
思
え
ま
す
。
こ
こ
に
財
務

官
僚
の
シ
ナ
リ
オ
が
見
え
隠

れ
し
ま
す
ね
。

さ
て
、
連
載
の
面
白
さ
を

少
し
だ
け
。
彼
は
百
姓
出
身

で
あ
る
が
、
貧
農
小
作
で
な

く
、
庄
屋
で
あ
り
村
長
（
む

ら
お
さ
）
の
裕
福
な
農
民
で

あ
っ
た
。
下
級
武
士
（
現
課

長
ク
ラ
ス
）
の
働
か
ず
の
言

い
分
が
、
偉
そ
う
に
「
金
貸

せ
」
で
あ
る
こ
と
に
立
腹
し

た
。
こ
の
時
も
今
も
「
返
さ

な
い
借
金
」
が
横
行
す
る
風

土
が
あ
っ
た
の
だ
。
こ
の
態

度
も
、
幕
府
の
施
策
（
開
国

路
線
）
が
許
せ
な
い
と
の
日

頃
の
不
満
が
ベ
ー
ス
に
あ
っ

た
か
ら
で
あ
ろ
う
。

十
歳
年
長
の
従
兄
弟
で
あ

る
尾
高
惇
忠
（
あ
つ
た
だ
）

の
考
え
（
尊
王
攘
夷
）
は
、

彼
の
人
生
に
大
き
く
影
響
し

た
。
彼
は
ど
う
納
得
し
、
人

生
を
生
き
た
の
だ
ろ
う
。
乞

う
次
回
。

深
七
分
会

中
尾

正
文

人
と
人
と
の
出
会
い
、
相
互
理
解
と
そ
の
経
緯
な
ど

を
彼
の
人
生
か
ら
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
と
は
何
だ
ろ

う
と
の
思
い
を
抱
き
な
が
ら
連
載
を
始
め
ま
す
。

マイナンバーカード未取得の方、また取得を迷っている方、カードを作
る前にデジタル庁が推し進めている「マイナポータル」の利用規約を是非
読んでください。

【全26条からなる利用規約の抜粋】
3条「利用者は、自らの責任により利用し、マイナポータルが提供する

以下のサービスやそれに関連する情報及びアカウントを適切に管理するこ
と」⇒政府は何が起きても責任は取りません。

11条「マイナポータルから外部の口座確認サービスを通じ、金融機関に
対して当該口座情報を照会する処理を行います。」
⇒国民の資産、所得を把握し、課税したり年金をとめたりできる。

23条「利用者は、マイナポータルを利用するために必要なすべての機器
を自己の負担において準備するものとします。また、機器の準備に必要な
手続きは、利用者が自己の責任で行うものとします。」
24条「マイナポータルの利用に当たり、利用者本人又は第三者が被った
損害について、デジタル庁の故意又は重過失によるものである場合を除き、
デジタル庁は責任を負わないものとします。」
⇒マルウェア感染等で生じた被害も責任は負わないから自分でなんとか

してね。

25条「デジタル庁は、利用規約の変更の必要性、変更後の内容の相当性
その他の変更に係る事情に照らして合理的なものであるときは、本利用規
約を改正することができるものとします。本利用規約の改正後に、利用者
がマイナポータルを利用するときは、利用者は改正後の利用規約に同意し
たものとみなされます。」
⇒マイナポータルで連携した情報を政府がどう使用するか国民に白紙委任
させていることと同じです！

リスクは分散するのが基本です。顔写真で保険証や銀行口座、運転免許
まで紐づけて持ち歩かなければならず、紛失してしまっても自己責任です。
盗まれても自己責任ですよ？それでも本当に必要ですか？マイナンバーカ
ードの返納も可能です。
また、マイナ保険証は土建国保を持つ仲間の帰属意識が薄れ、土建国保

の崩壊にもつながりかねません、みんなでマイナ保険証に反対し、わたし
たちの土建国保を守りましょう！ 社会保障対策部長 髙木 仁実

介
護
保
険
料
の
み
引
き
上
げ

国
保
組
合
の
2
0
2
2
年
度
決
算
見
込
み

で
は
、
医
療
費
の
高
留
ま
り
な
ど
の
要
因
で

単
年
度
収
支
が
赤
字
に
な
る
見
通
し
で
す
。

2
0
2
3
年
度
予
算
で
も
単
年
度
収
支
の
赤

字
が
予
想
さ
れ
ま
す
。
非
常
に
厳
し
い
財
政

状
況
で
す
が
、
国
保
組
合
で
は
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
や
資
材
価
格
の
高
騰
が

仲
間
を
直
撃
し
て
い
る
現
状
を
考
慮
し
、
単

年
度
収
支
マ
イ
ナ
ス
を
繰
越
金
で
対
応
す
る

こ
と
と
し
て
、
2
0
2
3
年
度
の
本
人
保
険

料
・
家
族
保
険
料
は
据
え
置
き
ま
す
。
介
護

保
険
料
は
国
の
通
知
か
ら
算
定
し
、
1
0
0

円
の
引
き
上
げ
を
行
い
ま
す
。
ご
協
力
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

「
命
の
綱
」土
建
国
保
を
守
り
、

育
て
る
た
め
に

国
保
組
合
の
歳
入
は
、国
・
都
の
補
助
金
が

約
4
割
を
占
め
て
い
ま
す
。建
設
従
事
者
の

所
得
水
準
は
国
保
組
合
の
中
で
も
最
低
水
準

で
あ
り
、
さ
ら
に
建
設
業
離
れ
や
高
齢
化
に

よ
り
医
療
費
の
負
担
が
増
し
て
い
る
状
況
で

す
。
建
設
国
保
の
補
助
金
現
行
水
準
を
確
保

す
る
た
め
に
は
、年
に
3
回
行
っ
て
い
る「
ハ

ガ
キ
要
請
行
動
」が
大
変
重
要
な
取
り
組
み

で
す
。組
合
員
全
員
で
建
設
国
保
を
守
り
、育

て
て
い
く
こ
と
が
必
要
で
す
。皆
様
か
ら
の

ご
協
力
が
必
要
で
す
。
2
0
2
3
年
も
引
き

続
き
運
動
を
前
進
さ
せ
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

2023年度国保料は据え置き、介護保険料が100円引き上げ2023年度国保料は据え置き、介護保険料が100円引き上げ
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笑
事

（
第
●
回
）

２０２３
新春クロスワード
パズル解答

２０２３
新春クロスワード
パズル解答
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